
一般質問一覧表
令和３年 第４回定例会

氏　　名

答弁者　担当部長

1 中山　　治 1

質問要旨

答弁者　市長・担当部長

・高齢者のデジタル利用サポートについて
・eスポーツを活用した高齢者のフレイル予防について

1

質問要旨

2 染谷　礼子

答弁者　担当部長

・近年は局所的なゲリラ豪雨などが多発している。自治体レベルでの気象災害情報の活
用により、防災、減災につながる災害対応力の強化が求められている。このことから、市
全体の防災能力底上げのため、「気象防災アドバイザー」の活用を進めることについて、
市の考えを伺う。

順番 質 問 事 項 ・ 質 問 要 旨 ・ 答 弁 者

質問事項　太陽光発電施設のガイドラインの在り方について

1

質問事項　高齢者の社会参加支援について

質問要旨

質問事項　「気象防災アドバイザー」について

・太陽光発電施設の工事を原因とする災害については、以前からガイドラインを基本とし
て対応するとの回答であったが、ガイドラインの在り方について、市の考えを伺う。
・これまでの太陽光発電施設の工事や現在進行中の工事について、ガイドラインの活用
及び運用状況について伺う。
・太陽光発電施設の工事においては、ガイドラインを事業者に厳守していただくことが大
切だが、ガイドライン自体には強制力が無いため、市として、どのように対応していくのか
伺う。

2

質問事項　「公共施設のAED屋外設置」について

質問要旨

・本市は現在44か所の公共施設にAEDが設置されている。全て屋内設置であり、休日や
夜間には使用できない。「いざ」という時のために、せめて市内小中学校、総合運動公園
に24時間365日使用可能な屋外設置を検討する考えはないか、市の考えを伺う。

答弁者　担当部長

3 岡本　昌弘

4 小林　芳子

1

質問事項　絹の台の街路樹について

質問要旨

・令和２年第３回定例会においても質問したが、その後の状況を伺う。また、街路樹が街
灯を覆ってしまい、明りが遮られてしまっているなど、新たな問題もでてきた。改めて市の
管理体制を伺う。

答弁者　担当部長

2

質問事項　緊急通報システム見守りサポート事業について

質問要旨

・緊急通報装置の設置条件は、住民基本台帳上で一人暮しである事が条件であるが、家
族が住所変更せず違う場所で生活している場合等、実際には一人で生活をしていてもこ
のサービスを受けられないため、様々な事情を考慮し設置してもらいたいと考える。また、
高齢者が安全に安心して日常生活を送れるよう、一人暮しでなくても日中独居・平日独
居・高齢者世帯への設置も必要であると考えるが、市の考えを伺う。

答弁者　担当部長

3

質問事項　一人一台タブレットの活用状況と今後の取組について

質問要旨

・昨年、小中学校に導入された一人一台タブレットについて、コロナ禍で休校中の家庭学
習においてはリモート学習が行われていたが、本市での活用状況について伺う。今後、
不登校や病気病後の児童生徒を対象としたオンラインでの授業を望む声が多い。今後
の取組について伺う。

答弁者　教育長・担当部長



一般質問一覧表
令和３年 第４回定例会

氏　　名順番 質 問 事 項 ・ 質 問 要 旨 ・ 答 弁 者

間宮　美知子
質問事項　命を大事にするカリキュラムを、小中学校で必ず履修するにはどうあるべきか

質問要旨

・最近のニュースで、若い父親、母親が幼い子どもを虐待して死亡させるという事件が相
次いでいる。しっかりと命の大切さを学ばせることが大事であると考えるが、現在は、どの
ような取組が行われているのか。特別支援学校との交流教育、保育園に出かけて幼児と
触れ合う体験学習、自分自身の育ちの振り返りを通して自己肯定感を強める教育など、
どのように取り組まれているのか。義務教育９年間の中で発達に応じて、命の教育をどう
履修させるべきかについて、意見を伺う。

6

髙木　寛房 1

・市内丘陵部に、軒並み太陽光発電用のパネルが設置されている。CO2を吸収する森林
を伐採して太陽光発電用のパネルを設置しているが、自治体として、地球温暖化を抑制
するため、何らかのルールを設けるべきと考えるがどうか。

質問事項　太陽光発電事業と環境保全問題の兼ね合いについて

質問要旨

答弁者　市長・担当部長

2

答弁者　教育長・担当部長

7

質問要旨

・３年半の市政運営の実績と、それをどう評価しているか伺う。
・市政運営を行ってきた中どの様な課題があり、今後どう対応するか伺う。

1

質問事項　市政運営の評価及び課題に対する対応について

答弁者　市長・担当部長

5 今川　英明

1

質問事項　病院バスの現状と問題点について

質問要旨

・病院バスは、ＪＡとりで総合医療センタールートと、筑波学園病院ルートで運行している
が、ルートに空白地域が多い。病院バスを利用しやすくするため、ルートの再検討が必要
と考えるが、市の見解を伺う。

答弁者　市長・担当部長

2

質問事項　ＳＤＧｓに対する市の考えを伺う

質問要旨

・ＳＤＧｓは、２０１５年の国連サミットで、全加盟国が合意した「持続可能な開発のための２
０３０アジェンダ」で掲げられ、国際社会が抱える様々な課題を解決するために設定され
た、世界共通の１７目標である。その取組は、世界規模で展開され、地方自治体や民間
企業でＳＤＧｓを事業に取り入れる動きが活発化している。そこで、ＳＤＧｓの目標１３「気候
変動に具体的対策を」として、公共下水道、農業集落排水、コミニティ・プラントから発生
した汚泥の処分方法（堆肥等）を検討してはどうかと思うが、市の考えを伺う。

答弁者　市長・担当部長

3

質問事項　防災対策について

質問要旨

・自主防災組織の現在の状況について
・災害時協力井戸の状況について
・災害に備える市の取組について

答弁者　市長・担当部長



一般質問一覧表
令和３年 第４回定例会

氏　　名順番 質 問 事 項 ・ 質 問 要 旨 ・ 答 弁 者

9 直井　高宏 1

質問事項　本市の上下水道整備状況について

質問要旨

・つくばみらい市水道施設更新基本計画の進捗状況について
・水道施設更新基本計画の管路整備方針の一つでもある管路のループ化について
・上下水道の整備は１００％に近い状況にあると思われるが、未整備の地域もあると聞い
ている、その理由について伺う。
・水道事業の官民連携について、市の考えを伺う。

1

質問事項　高齢者運転免許自主返納支援制度の現状とサポカー補助金制度について

質問要旨

高齢者の交通事故が後を絶たない。市として高齢者運転免許自主返納者への支援をし
ているが、現状としては車を使用しなければならない状況である。
・今年度における、市内全体の運転免許取得者数に対する、６５歳以上の免許取得者の
割合は、更に６５歳以上の免許取得者のうち、運転免許自主返納者の割合を伺う。また、
６５歳以上の運転免許自主返納者のうち、高齢者運転免許自主返納支援制度を利用さ
れた方の割合を伺う。
・本市の現状から市独自のサポカー補助金制度を導入すべきと考えるがいかがか。

答弁者　市長・担当部長

・歴史公園周辺における映像関連産業誘致に向けた事業化、周辺開発は、どのように検
討しているのか伺う。

答弁者　市長・担当部長

2

質問事項　多胎児家庭への支援について

答弁者　担当部長

10 中村　　豊

8 鐘ケ江礼生奈

1

質問事項　歴史公園周辺の地域活性化について

質問要旨

質問要旨

・多胎児のいる子育て家庭への支援について、本市の多胎児家庭の状況と育児負担の
軽減や孤立化を防ぐための行政支援について見解を伺う。

答弁者　担当部長

11 古川　よし枝

1

質問事項　県の「県水道ビジョン案」について

質問要旨

・公表された県水道ビジョン案は２０５０年には県企業局が行っている水道水供給事業の
統合だけでなく、県下市町村の水道事業も組み入れた県水道一本化を目指し、当面１０
年間では県南西広域圏の市町村水道事業と企業局水道事業の経営の一本化を目指す
としている。県内水道事業の統合は、効率を理由に施設等の統廃合を進め、大事に運営
してきた市町村独自の事業を壊すことになるのではないか。本市は地下水を大事に活用
しておいしい飲料水を供給しているが、地下水の活用も危うくなるのではないかと危惧す
る。水道料金の引き上げも想定されており、県水道一本化は余りにも乱暴ではないかと思
う。県水道ビジョン案について市長の所見を伺う。

答弁者　市長・担当部長

2

質問事項　きらくやまふれあいの丘に設置してある機関車の維持管理について

質問要旨

・きらくやまふれあいの丘に設置の機関車は、腐食が進み危険な状態である。今後の維
持管理について伺う。腐食が進行しているが、どのくらいまで修復できると考えているの
か。保存をするならば早期に改修し、上屋を作るとか、市内外の愛好家・有志の方々の参
加も募り、何らかの保護策が必要ではないか。

答弁者　市長・担当部長

3

質問事項　スズメバチの巣駆除への支援について

質問要旨

・スズメバチ巣の駆除は大変危険な作業であり、駆除費はまちまちで極めて高額になるこ
ともある。市は適正な価格を把握し、市民に教えてほしい。巣の駆除費の補助を行うこと
で、適正な価格をある程度把握することができるのではないか。市のハチ駆除費補助金
を復活させてはどうか。

答弁者　市長・担当部長



一般質問一覧表
令和３年 第４回定例会

氏　　名順番 質 問 事 項 ・ 質 問 要 旨 ・ 答 弁 者

横田　　透

通告議員１２人　質問２１問

12

持続可能な地域社会の実現のためには、自主財源を強化し、地域を「経営」する視点が
必要になる。その手法として、ふるさと納税の在り方について伺う。
・個人版ふるさと納税と企業版ふるさと納税について
・ふるさと納税とクラウドファンディングについて
・返礼品提供を通じた事業者の経営力向上について

1

質問要旨

答弁者　担当部長

質問事項　ふるさと納税を活用した地域経営について


